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菊池内科ホームページ   

http://www.kikuchi-clinic.com/  
http://www.kikuchi-clinic.com/ez/  (for EZweb) 
http://www.kikuchi-clinic.com/i/      (for i-mode) 

〒581-0003 八尾市本町 7-11-18   

八尾メディカルアベニュー２Ｆ 

        TEL     0729-90-5820 
        FAX   0729-90-5830 

 

日本医師会提供の健康番組 

「からだ元気科
げ ん き か

」 
毎週金曜日１１：００～１１：２５ 

読売テレビ（１０チャンネル） 

 

１１月 ２日 便秘 

    ９日 温熱療法 

   １６日 中毒１１０番 

   ２３日 糖尿病 

   ３０日 網膜はく離 

１２月 ７日 禁煙宣言⑤ 

   １４日 小児の神経性疾患 

   ２１日 アルコールと肝臓 

   ２８日 高血圧症 

◎インフルエンザ予防接種を開始し

ました。 

◎禁煙補助薬が処方箋なしで購入で

きるようになりました。 

また出た！「痛みを伴う改革案」 

財務省の「医療制度改革の論点」 
 

 先月号で厚生労働省の改革試案をご紹介しまし

た。とんでもない内容でしたが、その後、財務省が

それに追い打ちをかけるような改革案を出しまし

た。 

 国の赤字を減らすためなら、こんなことまでする

か！というような内容です。 

 その通りに実施されるとは、とても思えません

が、ひとつご紹介しておきます。 

 

５００円免責制度 
 

 厚生労働省の試案は、社会保険本人３割負担、前

 さて、１０月１８日の朝日新聞朝刊の「くらし」のページに次のような投書が掲載され

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 どう思われますか？ 掲載後、かなりの数の反論が寄せられたようですが、こんな風に

考えている人もいるのかと考えさせられました。 

 以前は「成人病」と呼ばれていた、高血圧や糖尿病などが、この数年の間に「生活習慣

病」と名前を変えました。 

 医療制度改革の布石として、「病気になるのは自己責任で自業自得だから、医療費が高

くついても文句を言うな」というために「生活習慣病」と名前を変えたのではないかと考

えてしまいます。 

 たばこを吸わないのに肺ガンになった人や、交通事故のために輸血を受けてＣ型肝炎に

なった人まで「自己責任」「自業自得」というのでしょうか？ 

 まさか、厚生労働省や財務省の関係者が、この投書を出したのではないと思いますが、

関係者は涙を流して喜んだことでしょう。 

 
 残念ながら、厚生労働省の「試案」や財務省の「論点」は、根本的な医療制度改革とい

うよりは、国の財政赤字を減らすための手段のように思われます。 

 「聖域なき構造改革」で一時的に失業者が増えても、新たな雇用を確保すると小泉首相

は言っています。医療の分野でも、相当数の雇用を確保すると言っていますが、本当に実

現可能なのでしょうか？ 

 試案通りの改革が実施されたら、患者さんの負担は増え、医療機関の収入は減ると思い

ます。そうなれば、消費や設備投資や雇用にまわるお金は減るのではないでしょうか。 

 その上、病気があるのに病院にかかれなくて、さらに病気を重くしてしまう方も増える

に違いありません。 

 そういった不安に対して、小泉首相は「明るい未来」は語らず、「耐えろ」と言うばか

りです。先日テレビで首相が「庶民と対話する」番組がありましたが、何とかのひとつ覚

えのような話を繰り返すばかりで、具体的な答えを要求されても、「一人一人条件が違う

から、あなたにだけ答えるわけにはいかない。」というようにはぐらかしてばかりで、欲

求不満だけが残りました。日本は一体どうなるのでしょうか？ 

期高齢者（７０～７４歳）２割負担、後期高齢者（７５歳以上）１割負担（一定額以上の

所得があれば２割負担）という内容でした。財務省の案は、それに加えて、医療費のうち

５００円は保険を使えないというものです。 

 

 たとえば、５０００円の医療費がかかったとします。 

    ３割負担なら、５０００×０．３＝１５００円 

が自己負担額になります。 

 この免責制度が適用されると、５０００円のうち５００円を負担し、残りの４５００円

の３割をさらに負担するということです。つまり、 

    （５０００－５００）×０．３＋５００＝１８５０円 

と負担が増えます。１回の医療費が安ければ安いほど、この５００円の占める割合が高く

なる計算になります。毎日リハビリに通院するような患者さんに最も大きな負担がかかる

ことになります。 

 

◎厚生労働省の医療制度改革試案（同省のホームページ） 

        http://www.mhlw.go.jp/houdou/0109/h0925-2b.html 
◎財務省の医療制度改革の論点（同省のホームページ） 

        http://www.mof.go.jp/singikai/zaiseseido/siryou/zaiseic131005d.pdf 

まず自己管理を 

 

 健康保険の自己負担引き上げで慢性病患者にしわ寄せがいくのは、仕方がない

と思います。先天的に病のある人は本人の責任ではありませんが、後天的な病

は、遺伝という要素もありますが、本人の不摂生によるものが大きいのではない

でしょうか。 

 病気にならないように自分の身体を知る努力をし、養生を怠らなかったか。風

邪で年に数回しか医者にかからない人は、自己コントロールができているので

す。自分の身体、命に対する責任ある行動を怠ったことを棚に上げ、国や行政に

不満を持つのはおかしい。 

 「自己責任」という言葉が浸透してきているのに、その意味が十分に理解され

ていないことに、がく然としました。 

（さいたま市、主婦、××さん、３０歳） 
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診療時間 月 火 水 木 金 土 日・祝 

午前９～１２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 

午後４～７ ○ ○ × ○ ○ × × 

「インフルエンザの予防接種」を開始しました。 
 

 数に限りがありますので、ご希望の方はできるだけ早めに予約をお願いいたします。 

 

 接種の回数は、６５歳以上の方は１回、１３歳以上で昨年接種を受けた方あるいはイ

ンフルエンザにかかった方も１回です。 

 それ以外の方は、２回接種することをお勧めします。（２回目は１回目の接種後１～

４週間で受けて下さい。） 

 

 インフルエンザの予防接種では、普通の風邪の予防はできません。 

また、今シーズンに流行するインフルエンザの型と合わなければ効果がない場合もあり

ますので、ご了承下さい。 

 

 接種料金は、昨年と同じです。 

 １回目：２５００円（２３００円）     ２回目：２３００円 
 

  ２人以上で同時に受けられる場合（１人につき） 

 １回目：２０００円（１８００円）     ２回目：１８００円 

 

※子供さんは年齢によって、料金がかわる場合がありますので、お問い合わせ下さい。 

※当院に一度でもかかったことのある方は、（ ）内の料金です。 

 

（速報）１０月３１日に国会で予防接種法が一部改正され、６５才以上の方は安く（お

そらく１０００円、生活保護および住民税非課税世帯は無料）接種が受けられます。 

 実施は１１月上旬からということで、具体的なことはまだ決まっていませんが、あら

かじめ予約をされていても、決定した時点で料金も変更しますので、予約は早めにお願

いします。（八尾市だより、当院ホームページなどでご確認ください） 

 デビットカード・クレジットカードの取扱

いをはじめました。 
 

 ９月から、デビットカードおよびクレジット

カードの取扱いをはじめています。 

（一部のギフトカードも使えます） 

 デビットカードは、銀行や郵便局などの

キャッシュカードで支払いをする仕組みです。 

 支払いにかかる時間は短時間で手数料もいり

ません。そのうえ、１％のキャッシュバック

（払い戻し）もありますので、お気軽にご利用

ください。 

（詳しくは９月号をご覧ください） 

休診日をご確認ください 

 １１月 ３日（土） 文化の日 

    ２３日（金） 勤労感謝の日 

 １２月２４日（月） 天皇誕生日の振替休日 

 

 年末は、１２月２９日（土）の午前診が最後の診察になります。年始の診察開始日は次

号でお知らせします。 

 

 水曜日と土曜日は午前診のみですので、よろしくお願いいたします。 

禁煙補助薬の市販開始について 

 

 ６月号で禁煙のための補助薬、ニコチンガムとニコチンテープをご紹介しました

が、そのうちニコチンガム（商品名：ニコレット、発売元：ファルマシア（株））が

９月１０日から市販されるようになりました。 

 つまり、医師の処方箋がなくても入手（購入）が可能になりました。ただし、病気

の治療薬としては認められていませんので、保険はききません。 

 ３か月間使用した場合の有効率（禁煙率）は４０％台ということです。心理的な依

存によるところが大きいので、この有効率を高いと考えるか低いと考えるかは難しい

ところです。 

 メーカー希望小売価格は、４８個 ３９５０円（説明のカセットテープ付き） 

                          ９６個 ６９００円 

 個人差が大きいのですが、使用の目安としては、１日４～１２個から開始して、

徐々に減量していき、３か月をめどに終了します。詳しくは薬局で薬剤師の指導を受

けるか、当院でご相談ください。 

 インターネットでも情報が得られます。 

    ◎ニコレットのホームページ     http://www.nicorette-j.com/ 


